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取扱説明書

車への取り付けは、必ずこの取扱説明書と別冊の「安全上のご注意」
に従って正しく行ってください。指定以外の取り付け方法や指定
以外の部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合がありま
す。この場合は、当社では一切の責任を負いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお客様
へお渡しください。

ブリッジャブル4チャンネルパワーアンプ

PRS-A900

※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も併せてご覧ください。

安全のために必ずお守りください
　

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いい
ただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で		
区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容」を示しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

　　このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

　　このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

　　このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

警告
[異常時の処置]
 故障のまま使用しない

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

 異常のまま使用しない

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

 ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。



各部のなまえと使いかた

パワーインジケーター
本機に電源が入ると点灯します。

本機には次の設定スイッチがあります。本機に接続するスピーカーの
使用目的に合わせて正しく設定してください。
●	 設定スイッチを切り換えるときは、必要に応じてマイナスドライバーなどを使用してください。

端子カバー
本機の設定を行う前に、端子カバーを取り外します。
付属の六角レンチ（4 mm）を使用して、端子カバーを取り外してください。

ゲインコントロール
ゲインコントロールは、接続したカーステレオの出力レベルに、本機の入力レベルを合わせるためのものです。本
機には、スピーカー A および B 用のゲインコントロールがあります。また、それぞれ左（L）および右（R）が独
立しています。カーステレオのボリュームを上げても音量が不足していると感じた場合は、ゲインコントロールを
右側に回してください。また、ボリュームを上げたときに歪みを感じた場合は、ゲインコントロールを左側に回し
てください。
●	 入力 A だけを使用するときは、スピーカー出力 A・B 用のゲインコントロールのツマミを同じ位置にしてください。

●	 パイオニア製の RCA 出力付きカーステレオ ( 基準出力電圧 500mV) と組み合わせたときは、NORMAL の位置が目安になりま
す。RCA 最大出力が 4V 以上のパイオニア製のカーステレオと組み合わせたときは、ゲインコントロールを左側に回して調節し
てください。　

チャンネル切り換えスイッチ
入力 A だけを使用するときは、スイッチを 2CH（左側）に切り換えて
ください。入力 A・B 両方を使用するときは、スイッチを 4CH（右側）
に切り換えてください。

BFC スイッチ
カーステレオで AM 放送を受信していてビート音が聞こえるときは、
BFC スイッチを切り換えてください。

安全のために

	感電事故を防止するために
●	濡れた手では本機を触らないでください。感電

する恐れがあります。また，本機が濡れている
ときも触らないでください。

	音量は控えめに
●	運転中の音量は，車外の音が聞こえる程度でご

使用ください。車外の音が聞こえない状態で運
転すると，事故の原因となることがあります。

	安全にご使用していただくために
●	ヒューズを交換するときは，必ず表示された規

定容量(アンペア数) のヒューズをご使用くださ
い。規定容量を超えるヒューズを使用すると，
火災の原因となります。(バッテリーパワーコー
ドのヒューズは40 A×2 、本体のヒューズは
25 A×2 です。)

●	本機およびスピーカーの故障を防止するため，
本機に異常が発生すると，保護回路が働き本機
がOFF になります(音が出なくなります)。この
ようなときはシステムの電源を切り，電源およ
びスピーカーの配線をチェックし，保護回路が
働いた原因を解決してください。

●	ヒューズが切れた原因や保護回路が働いた原因
がわからないときは，お買い上げの販売店にご
相談ください。

	接続・取り付けに関するご注意
●	接続／取付の作業前は，必ずバッテリーの*端

子を外してください。ショート事故による感電
やケガの原因となります。

●	車体に穴を開けて取り付ける場合は，パイプ類
／タンク／電気配線などの位置を確認の上，こ
れらと干渉や接触することがないよう注意して
行ってください。火災の原因となります。

●	感電事故を防止するため，濡れやすい所には本
機を取り付けないでください。

バッジ
バッジの向きを変更するとき、または BFC スイッチを切り換えるときに、バッ
ジを取り外します。
付属の六角レンチ（2 mm）を使用して、バッジを取り外してください。取付・
取外のとき、ネジを紛失しないように注意してください。



接続上のご注意
●		本機の電源は、必ず RD-228（別売）のバッテリーパワーコード ( 赤 ) を使用して、車のバッ

テリーに直接接続してください。また、アースは RD-228 （別売）のアースコード（黒）を使
用して、車のボディに接続してください。（RD-228（別売）のバッテリーパワーコードとアー
スコードは、本機を安全に接続できるように設計されています。）

●	芯線をむき出したままのコードを、本機の電源端子（パワー端子、アース端子、システムリモー
トコントロール入力端子）に接続しないでください。芯線が外れたり切れたりして、発火やショー
トの原因となります。

●	コードを接続した端子ネジは、時間がたつと緩むことがあります。端子ネジが緩んでいないか
定期的に点検してください。また、必要に応じて端子ネジを締め直してください。

●		スピーカーコードは、太さが 12 AWG ～ 18 AWG のものを使用してください。

●		スピーカーコードを直接アースしたり、複数のスピーカーの（ー）リード線を共通にして
接続しないでください。

●		本機と組み合わせるスピーカーは、次の規格のものを使用してください。規格以外のスピー
カーのご使用は、発火・発煙・破損の原因となります。インピーダンスが 2 Ωから 8 Ω（2 チャ
ンネルやモノラル接続などブリッジ接続の場合 4 Ωから 8 Ω）のスピーカーを使用してください。

スピーカー 耐入力
チャンネル 種類

4 チャンネル
サブウーファー 定格入力 55W 以上

サブウーファー以外 最大入力 100W 以上

2 チャンネル
サブウーファー 定格入力 150W 以上

サブウーファー以外 最大入力 200W 以上
3 チャンネル

スピーカー出力 A
サブウーファー 定格入力 55W 以上

サブウーファー以外 最大入力 100W 以上
3 チャンネル

スピーカー出力 B
サブウーファー 定格入力 150W 以上

サブウーファー以外 最大入力 200W 以上

●		カーステレオの電源を ON にしたままで長時間アイドリングを行っていると、バッテ 
リーがあがるおそれがあります。アイドリング中はカーステレオの電源を OFF にしてください。

●		RD-228( 別売 ) の青 / 白リード線 ( システムリモートコントロール ) を、エンジンスイッ
チを ON または ACC の位置にしたときに電源が供給される電源回路に接続する場合、カース
テレオの電源を OFF にしても、本機の電源は OFF になりません。この状態のまま長時間アイ
ドリングを行っていると、バッテリーがあがるおそれがあります。

	メモ
●	アースコードを確実に接続するため、塗装され

ている部分に接続する場合は、あらかじめサン
ドペーパーなどで塗装をはがしてください。

●	電源コードは、スピーカーコードからできるだ
け離して取り付け、配置してください。また、バッ
テリーパワーコード、アースコード、スピーカー
コード、および本機は、アンテナ、アンテナコー
ド、およびカーステレオからできるだけ離して
取り付け、配置してください。

接続のしかた

RCA 出力つき
カーステレオ

RCA 出力
カーステレオの出力が 1 つの場合など、1 つの入
力で使用するときは、RCA 入力 A に接続します。
RCA 入力 B には何も接続しないでください。

RCA 入力 BRCA 入力 A

RCA
オーディオコード

（別売）

ヒューズ（25 A × 2）

スピーカー出力
スピーカーの接続については、

“スピーカーコードの接続”ま
たは“スピーカー出力端子の接
続”をご覧ください。

システムリモートコントロール（RD-228( 別売）)
カーステレオのシステムリモートコントロールに接続します。接続するカーステレオに
システムリモートコントロールがない場合は、エンジンスイッチを ON または ACC に
したときに電流が供給される電源端子に接続してください。

アースコード（RD-228（別売））
車のボディの金属部に確実に接続してください。

ヒューズを交換するときは、
必ず同じ容量のヒューズと
交換してください。

RCA 入力 A・B は、システムに合わ
せて、フロント出力とリア出力の接続
先を選んでください。

注：製品の発煙・発火を防ぐた
めに、黒リード線を必ずい
ちばんはじめに接続してく
ださい。

ゴムグロメット
ヒューズ
(40 A × 2)

バッテリーパワーコード（RD-228（別売））
他の接続が終わったあと、いちばん最後にバッテリーの+端子に
直接接続してください。

6 m

1 m

4 m

ゲインコントロールの設定
●	 この製品には、過大出力、誤配線、および誤使用などから本機やスピーカーを保護する機能があります。
●	 この保護機能により、大音量で音楽を再生しているときなどに、数秒間音声が途切れることがあります。ただし、

メインユニットのボリュームを下げたときに、音声が途切れず再生される場合は故障ではありません。
●	 音声が途切れて再生される場合は、アンプの「ゲインコントロール」が正しい位置に設定されていない可能性があ

ります。このときは、次の操作を行ってください。
	 ・メインユニットの最大プリアウトレベルに合わせた「ゲインコントロール」位置に設定する
	 こうすることで、出力を下げずに、大出力をコントロールできます。
●	 次の場合は、最寄りのパイオニアサービスセンターにお問い合わせください。
	 ・メインユニットのボリュームを下げても音が途切れる
	 ・アンプの「ゲインコントロール」を正しい位置に調整しても音声が途切れる

プ リ ア ウ ト レ ベ ル：2V 
（基準出力電圧：500 mV）

GAIN 通常値 GAIN 最大値

出力 出力

出力は同等

ヘッドユニットのボリューム ヘッドユニットのボリューム

アンプのゲイン 
（通常値）

アンプのゲイン 
（最大値）

●	 アンプのゲインコントロールを必要以上に上げても、出力される音声レベルは変わりません。ただし、音声の歪みが
増加します。

GAIN 通常値

アンプのゲイン 
（通常値）

GAIN 最大値

信号の波形

アンプのゲイン
（最大値）

●	 過大な出力によって波形に歪みが生じている場合は、アンプのゲインコントロールを上げても、出力される音声レ
ベルは変わりません。

アンプのゲインでボリュームを大きく出力した場合の信号の波形

信号の波形

出力は同等

アンプのゲインとヘッドユニットのボリュームの関係

各部のなまえと使いかた



スピーカーコードの接続

スピーカーコードの接続
本機は、4 チャンネル、3 チャンネル、または 2 チャンネルのいずれかのスピーカー
出力で使用できます。図を参照し、使用目的に合わせて接続してください。

4チャンネル

（右）
スピーカー出力 A

（左）

ブリッジ接続時のご注意
●	ブリッジ接続時に複数のスピーカーを使用する場合は、発火・発煙・破損を防ぐために、合成インピーダ

ンスが 4 Ωから 8 Ωになっていることを確認してください。

（左）
スピーカー出力 B

（右）

チャンネル切り換えスイッチ
入力 A だけを使用する場合：2CH（左）
入力 A・B 両方使用する場合：4CH（右）

RCA 入力 A RCA 入力 B

RCA オーディオ
コード（別売）

カーステレオ
（RCA 出力）より

3チャンネル

（右）
スピーカー出力 A

（左）

スピーカー出力 B
（モノラル）（ブリッジ）

チャンネル切り換えスイッチ
入力 A だけを使用する場合：2CH（左）
入力 A・B 両方使用する場合：4CH（右）

RCA 入力 A RCA 入力 B

RCA オーディオコード（別売）

カーステレオ
（RCA 出力）より

1　電源コードをエンジンルームから車室内へ通します
●	 ショート事故防止のため、電源コードのバッテリーへの接続は、他の接続が終了したあとに行って

ください。

2	 各端子にコードを接続します
付属の六角レンチを使用して、端子ネジでしっかりと固定してください。
●	 パワー端子・アース端子：六角レンチ（4 mm）
●	 システムリモートコントロール入力端子：六角レンチ（2 mm）

● バッテリーなどの位置によって、高温となる場所にバッテリーパワーコードを配置しなくてはなら
ない場合は、RD-228（別売）に付属のコルゲートチューブでバッテリーパワーコードを保護して
ください。

3	 スリット部にロックタイを通して、コードに巻きつけます
●	 ロックタイを巻きつける前に、コードの接続・取付に誤りがないか確認してください。
●	 ロックタイはむき出した芯線部分に巻きつけないでください。
●	 ロックタイの余った部分は切り取ってください。

電源コードの接続

電源コード

コルゲートチューブ
適当な長さに切って
ご使用ください。

アース端子

シ ス テ ム リ モ ー ト 
コントロール入力端子 

端子ネジ

アースコード
システムリモートコントロールコード

電源コード

パワー端子

ロックタイ

●	 本機の電源は、必ず RD-228（別売）のバッテリーパワーコード ( 赤 ) を使用して、車のバッテ
リーに直接接続してください。また、アースは RD-228 （別売）のアースコード（黒）を使用して、
車のボディに接続してください。（RD-228（別売）のバッテリーパワーコードとアースコードは、
本機を安全に接続できるように設計されています。）

他の接続が終わったあと、いちばん最後に
バッテリーの+端子に直接接続します。

エンジンルーム 車室内

ゴムグロメットを
ボディに差し込み
ます。

車のボディに、ドリルで
14 mm の穴を開けます。

ヒューズ
（40 A) × 2



1	 スピーカーコードの芯線をニッパやカッターなどで 14 mm ～ 16 mm
くらいむき出します

2	 スピーカー出力端子にスピーカーコードを接続します
付属の六角レンチ（2 mm）を使用して、端子ネジでしっかりと固定してください。

3	 スリット部にロックタイを通して、コードに巻きつけます
●	 ロックタイを巻きつける前に、コードの接続・取付に誤りがないか確認してください。
●	 ロックタイはむき出した芯線部分に巻きつけないでください。
●	 ロックタイの余った部分は切り取ってください。

取り付けのしかた

	取り付け・固定の前に
●	まず仮接続を行い、本システムが正常に動作することを確認してください。動作しない場合は、接続・設定に

誤りがないか、ヒューズが切れていないか、もう一度チェックしてください。
●	取り付けた状態でスペアタイヤ、ジャッキ、工具などが取り出せることを確認してください。

ドリルで 2.5 mm の
穴をあけます。

タッピングネジ
（4 × 18 mm） ネジ

端子カバー
付 属 の 六 角 レ ン チ（4mm）
を使用して、端子カバーを取
り付けてください。

ネジ

端子カバーの取り付け

スピーカー出力端子の接続

端子ネジ

スピーカー
出力端子

スピーカーコード

ロックタイ

バッジ
付属の六角レンチ（2 mm）を使用して、
バッジを取り付けてください。

カーマットやシャーシ

本体の取り付け

バッジの向きの変更
●	取付・取外のとき、ネジを紛失しないように注意してください。

2チャンネル（ステレオ）

2チャンネル（モノラル）

RCA 入力 A
2 チャンネルで使用する場合
は、RCA オーディオコードを
RCA 入力 A に接続します。

RCA オーディオコード（別売）

RCA オーディオコード（別売）

カーステレオ
（RCA 出力より）

カーステレオ
（RCA 出力）より

スピーカー出力
（右）（ブリッジ）

スピーカー出力
（左）（ブリッジ）

スピーカー出力
（モノラル）（ブリッジ）

スピーカー出力
（モノラル）（ブリッジ）

RCA 入力 A
2 チャンネルで使用する場合は、RCA
オーディオコードを RCA 入力 A に接
続します。

チャンネル切り換えスイッチ
2CH( 左 ) に設定します

チャンネル切り換えスイッチ
2CH( 左 ) に設定します

スピーカーコードの接続

●	 スピーカーコードは、太さが 12 AWG ～ 18 AWG のものを使用してください。

14 mm ～ 16 mm



保証書とアフターサービス

保証書
保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されていることをお確かめ
のうえ、ご購入の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、保証期間中で
も保証が無効となります。記載内容をよくお読みのうえ、大切に保管して
ください。

保証期間
この製品の保証期間は、お買い上げの日より 1 年間です。

保証期間中の修理について
万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保証規定に基づ
き修理いたします。お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービ
スステーションにご連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご
相談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービスステーションにご
相談ください。修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料
で修理いたします。

補修用性能部品の最低保有期間
当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低 6 年間保有してい
ます。( 性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。)

ご質問、ご相談は
カーステレオに関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマーサポートセ
ンターまたはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

おもな仕様

パワーアンプ部
最大出力：

100W × 4 ／ 200W × 2
定格出力：

50W × 4 
（14.4 V、20 Hz ～ 20 kHz、0.08%、4 Ω） 

100W × 2 
（14.4 V、20 Hz ～ 20 kHz、0.8%、4 Ω） 

50W × 4 
（14.4 V、20 Hz ～ 20 kHz、0.8%、2 Ω）

負荷インピーダンス：
4 Ω （2 Ω～ 8 Ω使用可能） 

（ブリッジ接続の場合：4 Ω～ 8 Ω使用可能）
周波数特性：

10 Hz ～ 100 kHz （＋0 dB、－1 dB）
S/N：

108 dB（IHF-Aネットワーク）
高調波歪率：

0.003％ （10 W、1 kHz）
セパレーション：

75 dB（100 Hz ～ 10 kHz）
スルーレート：

70V/usec
ダンピングファクター：

100
最大入力レベル／インピーダンス

RCA：
6.5 V ／ 22 kΩ（400 mV ～ 6.5 V）

一般
使用電源：

DC 14.4 V（10.8 V ～ 15.1 V使用可能）
アース方式：

マイナスアース方式
消費電流：

28 A（定格出力時、4 Ω）
平均消費電流※：

9 A（4チャンネル時、4 Ω）
12 A（2チャンネル時、4 Ω）

ヒューズ：
25 A × 2

外形寸法（W × H × D）：
282 mm × 65 mm × 371 mm

質量：
6.4 kg

付属品
取付キット：	 1式
取扱説明書：	 1
保証書：		  1
安全上のご注意：	 1
ご相談窓口・ 
修理窓口のご案内：	1

	メモ
●	上記の仕様および外観は予告なく変更すること

があります。
※	 平均消費電流とは、音声信号を入力したときに

本機が消費する最大に近い平均電流です。複数
のパワーアンプをご使用になるときに、総消費
電流の算出にご利用ください。

動作を確認する

接続・取付が終わったら、次の操作を行っ
て、本機が正常に動作することを確認し
てください。

1	 接続・取付をもう一度確認します
接続・取付に誤りがないか、各コネ
クターが確実に接続されているか、
もう一度目で見て確認してください。

2	 車のエンジンをかけます

3	 本機の動作を確認します
本機およびシステムが正常に動作す
ることを確認してください。（各ス
イッチの設定については、「各部のな
まえと使いかた」の項を参照してく
ださい。）
動作しない場合は、接続に誤りがな
いかもう一度チェックしてください。

ちょっとした接続・設定のミスなどで故
障と間違えることがあります。 
故障かな？と思ったときは、次のことを
行ってください。

1	 接続・設定にミスがないかを、 
もう一度確認してください

2	 接続・設定にミスがなかった場合
は･･････

“保証書とアフターサービス”の項を
お読みになり、修理を依頼してくださ
い。分解することはおやめください。

故障かな？と思ったら


